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アクテイブ・ラーニングと

〈深い学び〉

2015年 10月 ,全国大学国語教育学会のシンポジ

ウムで発表して欲しいという依頼が届きました。

「読むことの学習で「深く考えることJの研究」

というテーマです。ご一緒するシンポジストには

京都大学の松 ド佳代氏がいました.松下氏が ,

『デイープ・アクティブラーニング』のお話をさ

れることを拝察し,私 も,テ ーマに沿って「読み

の授業で,どのように (深い学び)に導くかJを

話しました。その5ヶ 月後,文科省の評価特別部

会で,「『対話的な学び』及び F主体的な学び』が

注目され,『深い学びJの視点に基づく改善が図

られていないとのオ旨摘がある。J との幸に告が挙が

ります。そして,(深い学び)は次期学習指導要

領改訂の中心的なコンセプトの一つとなりました.

「アクティブ・ラーニングJの実施に当たって

は注意しなければならないことがありますっ松 ド

氏らは,「 フリーライダーJ「活性化しないグルー

プJ「活動と思考の乖離」などを問題視しています。

一つは,対話的活動 (協働的活動)を しても他人

任せにして能動的に活動していない子どもがいる

ことであり,活動が停滞しているグループがある

ということです。いわば,小集団活動を取 り入れ

ることの問題です。そしてもう一つは「活動あっ

て学び無しJ「這い回る経験 :ii義 Jと 椰楡される,

学力のつかない活動Jl義の問題です.

どの学級にも特別な支援が必要な子どもがいま

すし,教師には見えない子どもたちの微妙なパワ

ーバランスがあります。ですので,私はフリーラ

福島大学 教授

佐 藤 佐 敏

イダーや活性化しないグループを「常にゼロにし

なければならないJと は思っていませんっただ,

教師は,それを察知し,状況に応じた個別の支援

を丁寧に行って欲しいと願っています.

さて,で は,(深 い学び)と はどういった学び

なのでしょうっ松下氏の主張で,私が (私 自身の

研究分野と近接したところで)特 に注目している

のは,次の 2点ですc

O 事象を自分の既有知識や経験と結びつけて

考え,こ れまでの知識を再構築すること。

O 獲得した概念を他の場面に転移して考える
ことができること。

一つ Hは ,「 自分の身体で考えることJであり,

「自分の経験に引きつけて考えることJです.こ

れは,埋 もれている知識をきちんと想起させてあ

げることであったり,「 自分だったら……」と自

分のことに置き換えて考えさせたりすることです。

私は大学の講義で毎回・ リアクションペーパーを

書かせています。このとき,新 しく習得した学習

内容を自分の経験と重ねて記述させることを奨励

しています (と ,こ んなふうに自分の経験に重ね

て考えると,深い理解を得られるわけです).

二つ日は,習得した学胃内容 (概念,法貝1,も

のの見方,解法,1哉見等)を他の場面で活用する

ように促すことです。教室学力を離れて,実生活

で生きて働く学力をつけるということです。

どの教室でも,子 どもたち一人一人に,(深い

学び)が保障されることを私は強く願っています。
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道徳の授業で学校を変える !

～「特別の教科 道徳 (道徳科)」 の導入から～

新潟教育研究所 教育アドバイザー

酒 井 光 一

饉|=繭苺総:苺饉議構議鸞藤1総峯鸞|=畿鷲畿 ■ヽ爾鷲鐵苺鸞華畿■,議瀑爾
=難
鷲畿苺饉嬌蘊鷲総饉畿機畿 |=`鱗藁

`摯

苺鐵
=総
苺:鐵
=鐵
事畿鷲

はじめに

平成27年 3月 ,学校教育法施行規則一部改正に

より「特別の教科 道徳(道徳科)」 力玲1設され,明

30年度より小学校で,翌 31年度より中学校で全面

実施される。

平成23年の大津いじめ事件等をきっかけに,子

どもたちの心がすさび,育っていないことを,特

に,学校教育の授業「道徳」にその解決策を求め,

平成25年の教育再生実行会議の提言から異例の速

さ。手法で実現した。

1「道徳の時間」と「特別の教科 道徳」
～{可が変わり,何が変わらないか～

「特別の教科 道徳」は,何が最も大きく変わっ

たかといえば,領域から教科になったこと (格上

げになったわけではない)に より,検定・採択に

よる無償配付の教科書使用と,教科としての評価

の導入である。

道徳教育の目標や道徳授業の目標は,それぞれ,

「道徳性を養う」こと,「道徳的実践力の育成」

であり,基本的には変わっていない。また,内容

も,順番 。強弱の相違はあるものの本質的には変

更がないと言える。しかし,指導方法については,

「道徳教育に係る評価の在り方に関する専門家会議」

からは,質の高い多様な展開を求められている。

2「道徳のE寺間」を巡る様々な課題
「道徳の時間」を巡り,様々な課題が指摘され

ている。すなわち,①いじめの現実問題に対応で

きていない。②読み物資料を読んで感想だけにな

っている。③教科書や評価がないことなどから他

の教科に比べ軽視されがち (行事の準備に当てら

れたり他教科に振り替えられたり。・・)

また,現在も,戦前の「修身科Jが戦争推進の

一翼を担ったことや,戦後,「道徳」の成立過程

等のことから,教員の「道徳教育忌避感情Jが負
の遺産として受け継がれている。そこからくる道

徳教育の推進を担う「教員の感情Jの課題がある。

すなわち,0「修身科・」復活阻止というイデオロ

ギーを背景とした感情。0国家が個人の内面に介

入するのではないかという感情。0道徳授業への

理解不足,指導カイく足,無関心等である。

3 求める授業像と教師の姿勢
まずは,前述の課題については,やや乱暴な言

い方になるが,道徳の授業の有効性を信じ,日 の

前の子どもの変容を願う教師の真摯な教材研究を

重ねることにより払拭できるのではないかと考え

る。0については,教師の′らの持ち方次第である。

その Lで ,「考え,議論する道徳」を目指し,

道徳の授業が,深 く考える主体的・能動的な学習

(ア クティブ・ラーニング)に なることが強く求め

られるD具体的には,a)読 み物教材の登場人物
への自我関与を中心にした学習c登場人物に自分

を投影して,その判断やな情を考えることにより,

道徳的価値の理解を深める.b)問 題解決的な学
習c道徳的諸価値に関わる問題や課題を11体的に

解決するために必要な資質・能力を養う。 c)道

徳的行為に関する体験的な学習.役割演技などの

体験的な学習を通して,様々な問題や課題を主体

的に解決するために必要な資質・能力を養う。

そして,教科である以上・説明責任を伴った評

価を適正に行う必要がある.ポートフォリオ評価 ,

パフォーマンス評価,エ ピソード評価, ノー トの

活用等,工夫が求められる.

おわりに

道徳の授業を学校教育における「要」とするた

めには,カ リキュラム・マネジメントが重要であ

る。そして,何 より,全教職員で特色や教育課題

を生かした道徳教育の全体計山iの作成と,管理職

をはじめ教員一人一人が道徳授業へ前向きに取り

組むことが重要である。そこから,生徒が変わり,

学校の活性化も図られていくものと考える。
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休 日,祝 (祭)日考
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新潟教育研究所 研究員

熊 倉 忠 夫

江戸時代～手習塾の休日～

手習塾 (寺子屋)の体日は,あ る地域の資料に

よれば,毎月 1日 ,15日 ,25日 ,長休12月 17日 ～

1月 16日 ,初午,盆,五節句の前後～人日 (七草

とも,1月 7日 ), ll巳 (3月 3日 ),端午 (5月
5日 ),七夕 (7月 7日 ),重陽 (9月 9H)～ で
ある。合わせると80曰 くらいである.地域によっ

て違うようだ。

明治の学校の休日

学制期の小学教則HJl治 5年 (1872)9月 8日 布

達では, 1口 5時間・ 1週30時間・日曜日は休み ,

となっている。つまり,月 ～土曜目が 1日 5時間

の授業国である。十日翼日半ドンはない「 週,曜 日,

時数 (初めは「字数」と表記していた)と いう習

慣がなかった当時の人々や教員は戸惑っただろうc

学校は新時代の先兵でもあったのである.手習塾

と比べると休日が少ないから相当な文句がでたよ

うで,教員1はすぐに改正された.
HIl治 6年 3月 2日  日曜日休日を一・六の日とす

る.

同  5月 19日  週 4日 ,20時間に応じた各科
目の時間配当とする。

明治 9年 5月 20日  一・六の休日を日曜日休日と

する週 6日 制に改める。土曜

日を半日授業とする。

一・六日(イ チロクビ)の休日とは, 1日 , 6日 ,

11日 ,16日 ,21日 ,26H,31日 といっことになる。

5月 19日 の布達にあるように,実質週 5(4)日 制

となり授業時数が 1週30時 間から20時間へと大幅

に減った。これでは教育効果は上がらないという

ことで 9年にもとにもどったのである。官公庁と

ともに学校の土曜日半目が法令に明記された.

明治～祝祭日の登場～

民間では,江戸時代から続く祭目があったc7i

節句,各地神社の祭礼などであるc農民は4日 働
いて 5日 Hに休んでいたようでもあるc

明治政府は, まず.紀元節,天長節を定め,明

治 5年の太陽暦採用と同時に国家の祝祭目を決め

た.元始祭 (1月 3日 ),孝明天皇祭 (1月 30日 ),

神嘗祭,新嘗祭などである。

当初は単なる祝祭日として休日であったが,国

家の体市Jが整うにつれ,体 口ではなく,登校して

儀式を行う日となった.やがて,御真影,教育勅

語奉読の厳粛な儀式の日となる。明治憲法体制の

確立であるc

現在の祝日～明治から続いている～

平成28年度に山の日が祝日となり,全部で16日

となったし挙げてみるc*は昭和戦前の祝祭日で,
名称は変わったが今も続いているものである。

*の付いた祝日は,7日 あり,天皇・皇室に関
係する。春・秋分の日はかつては春・秋季皇霊祭

であった。海の日も明治天皇に関連している。現

在の天皇誕生日も入れると,全部で 9日 の祝日が

天皇・皇室,言い換えれば明治と関係しているこ

とになる。純粋な民間祝日は 7日 なのである。

*元 口

成人の日

*建国記念の日
*春分の口
*昭和の日

憲法記念 H

みどりの日

こどもの日

海の日

山の日

敬老の日

*秋分の日

体育の日

*文化の日

*勤労感謝の日

天皇誕生日

1月 1日  戦前の四方拝
1月 第 2月 曜日 以前は15日
2月 11日  戦前の紀元節
3月 20日 頃 人体観測による
4月 29日  昭和天皇誕生 回
5月 3口  公布は前年11月 3日
4日  以前は国民の体 H
5日  「こどもJ ひらがな
7月 第 3月 曜日 明治 9年明治
天皇東北巡行帰港記念

8月 11日

9月 第 3月 曜日 以前は15日
9月 23日 頃 天体観測による
10月 第 2月 曜日 以前は10日 ,

1964年 東京五輪開会式当日

11月 3日  戦前の明治節 (明治
天皇誕生 H)

11月 23日  戦前の新嘗祭
12月 23日  今上天皇誕生回
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晟平成29年度新潟教育研究所の事業しみ移し銀

淮隧鰤務蜻珀壕欝嗽蝙屏蜻吻蜀謳壕哩輪瞼軋 綽鰤赳雉憑聰釉

S.I。 0。 の充実をめざします

1 第 9回教師カアップ講座の開催  :

今年は午前の第 1講座,午後の第 2講座ともに 1

時間45分 (105分 )と しますc受講は選択制,研修

は参力Π型,参加費無料, どなたでも参加できます。

別紙「教師カアップ講座Jの案内状をご覧になって

お中し込みください。HPか らでも中込できます。

■日時 平成29年 7月 30日 (日 )午 肯19時 45分～

■会場 新潟教育会館 (新潟市西大畑町590-3)

第 1講座「主体的・対話的で深い学び

のためのタブレット端末活用」

講師 庁山 敏郎 様
日本デジタル教科書学会会長

新潟市立新潟小学校教諭

第 2講座「主体的・対話的で深い学び

のスタートラインにつく学級集団づく

り～エンカウンターの新しい展開～J

講師 吉澤 克彦 様
L級教育カウンセラー

新潟大学教職大学院教授

■黎育ア|ドバイブ■示偉議 9準準 |

教育アドバイザー派遣事業は,要請に応じて登録

いただいている教育アドバイザーを派遣し,学校及

び先生方を支援する制度です.

校内研修はもちろんですが,授業研究会,PTA
講演会,研究サークルヘの派遣申請が多く見られま

す。個人研修の要請にも応じますので, ご利用くだ

さい.

教育アドバイザーの選

定は,「教育アドバイザー

リストJを ご覧くださいっ

12月 には, 平成29年度登

録者を加えた「平成29年

度版教育アドバーザーリ

スト」を作成します。   今年もすでに派遣しています

|■所報IF新濁黎育研究所Jの
=行
 :

6月 ・12月 ・3月 の年 3回発行します。

今年度,教育研究所は創設10年を迎えます。12月

号には特集を組む予定です。各号では内容を益々充

実させるよう努めます。

11:||||1讐1言議調査0実

"IIIIII
第 7回教育調査は,平成29年 7月 末から8月 にか

け,小・中学校の教員を対象として「多忙化」につ

いての意識調査を行います。平成30年 3月 には報告

書を刊行します。

4 応諾であれば,依頼者が教育ア ドバイザーに詳

細を連絡 してください。

※ 事前に教育アドバイザーと連絡を取り,
結果を事務局にお知らせいただく形でも

結構です。

1霞鞭 隕佛鱚鰊掏鱚デ

校内研修で,研究会で, PTAの講演会,研究サ
ークル等で,「あの先生にアドバイスを受けたい,

話をしてもらいたい」と思ったら……。

l まず事務局にお電話をください。
新潟教育会事務局 025‐222‐2971ヘ
招請したい教育アドバイザー,期 日,内容,会

場,参加人数等をお話ください。

2 事務局が教育アドバイザーに連絡をとります。
3 依頼者に諾否の結果をお知らせします。

謝金・交通費等は,年度内で連続して同 一の教育

アドバイザー派遣を要請する場合.初めの 1回分だ

けを当方が負担します。 2回 H以降は,利用者が負

担してくださいc
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